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＜点 鐘＞ 会長 永家 将嗣 

＜ロータリーソング＞ 我等の生業 

＜四つのテスト＞  

 

＜本日のゲスト＞  

青少年交換学生  

ヴィクトリア・アン・マチセンさん 

 

＜会長の時間＞ 会長 永家 将嗣 
 

皆さんこんにちは、前回の 10 月最終例会を欠席いたしま

して申し訳ありませんでした。 

特に山本直前・新宮副会長にはご迷惑をおかけし重ねてお

詫び申し上げます。 

今日はビクトリアさんが例会に参加してくれています 後

ほどスピーチをお願いします。 

今月の 4～5 日とビクトリアさんはインターシップで高山

陣屋の受付・案内・掃除などを体験し、その様子を新聞社

が取材されていましたので、会員の皆さんも新聞を確認し

て頂けると幸いです。 

さて 11 月はロータリー財団月間ですので、財団について

少しお話したいと思います。 

ロータリー財団は皆さんからいただきました寄付金をど

のように使っているか、皆様もご存じのポリオ撲滅がその

一つに挙げられます。当クラブも 8月のロータリーデーで

ポリオ撲滅募金を行いました。今年の RI 会長ゲィリー・

フォアン氏は完全撲滅まで頑張るとおっしゃっています

が、現状は世界的な紛争により今年はさらにポリオ患者が

増えている状況です。 

次に平和の推進では ロータリー平和センターを作り毎年

50 人の平和と紛争解決の分野で専門家を作り支援してい

る。そして国連や国際司法裁判所などに就職し活躍してい

る。 

皆さんから集めた寄付金は国際財団活動資金と地区財団

活動資金に分かれそれぞれ 50％ずつに分けられます。そ

して各クラブや地区が使える補助金としては、50％の地区

財団活動資金であり未来の夢計画の地区補助金とグロー

バル補助金があります。 

地区補助金は地元地域などのニーズを取り込み比較的小

規模で短期の活動が対象で、3年前の寄付金 1人 100ドル

が 100％のところ基本で事業費の半分がクラブ負担しま

す。 

地区補助金の中から奨学生のお金も出しているが今年度

は未来の夢計画に予算を取られ奨学生の方には回りませ

ん。 

グローバル補助金は 3,000ドル以上のプロジェクトで、ク

ラブ又は地区が約半分負担で補助金からは 50 パーセント

以上出ます。事業の対象は重点 6分野で以下の分野が対象

です。 

1平和を推進 

2疾病と闘う 発展途上国のポリオ エイズ マラリア  

3 きれいな水をもたらす 衛生施設の維持が出来るよう

に支援 研究支援人材育成 

4母子を助ける 

栄養失調 不健康 不衛生 産前・産後のフォロー 産

婦人科小児科の人材育成 

5教育を支援  

世界の 6,700万人の子供が教育を受けられず 7億 7,500

万人 15 歳以上のひとびとが読み書きができない この

支援 

6地元経済を発展させる 

貧しい国での特に女性を対象に起業支援など 

このように皆さんお一人お一人の善意のお気持ちが世の

中で生かされています。 

 

 

＜幹事報告＞ 幹事 高原 清人 
 

◎国際ロータリー第２６３０地区ガバナー事務所より 

 ・ロータリーレートのお知らせ 

  １１月は １＄＝１０６円 

 ・財団室 NEWS 

 ・８月広島豪雨災害義援金についての報告 

〇東京江東ロータリークラブより 

 ・アンケート集計結果報告書 

＜高山市青少年育成市民会議より＞ 

 ・「第３１回家族スナップ写真展」及び「第２３回家庭

の日図画展」 

開催の出役の依頼 

＜会報＞ 

 ・可茂ＲＣ 

  

◆会長  永家 将嗣   ◆幹事  高原 清人   ◆会報委員長 岩垣津 亘  ◆会報担当 足立 常孝 

 

 会員数 出席会員 出席 Make-up 出席率 

本 日 

1024 回 
54 名 53 名 43 名 － 81.13% 

前々回 

1022 回 
53 名 52 名 45 名 2 名 90.38% 

＜出席報告＞ 

WEEKLY REPORT 

Ｒ．Ｉ．第２６３０地区 高山中央ロータリークラブ 

WEEKLY REPORT 

2014～2015 年度 高山中央 RC 会長テーマ 

「心に響き 心に残り そして心が熱くなる」 
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＜本日のプログラム＞ 『ＩＤＭ報告』 

ロータリー情報委員会 清水 委員長 
 

10月 30日に、ＩＤＭを山陣さんで開催いたしました。 

第一部では、島さんと剱

田さんに講師として、ロ

ータリーの歴史・ロータ

リアンとしての倫理・精

神等を語って頂きました。 

新入会員の鶯塚さん、植

木さん、熊崎さんの 3方

を交えて 11名で研修会

を開きました。 

第二部では、懇親交流会を行いました。最後は「手締めの

いろは」なる雑学も飛び交い、予定の時間を 30分もオー

バーして新入会員さん共々楽しい交流が出来ました。 

本日は、新入会員の鶯塚さん、植木さん、熊崎さんの 3

方にＩＤＭについてのスピーチをしていただきます。 

 

鶯塚 英雄 
 

10 月 30 日、新入会員対象の IDM に参加する機会を得た。

会長の挨拶に続き、DVD に

てロータリーの発足から

現在に至る約 100年の歴史

をふり返った。その後、島

さん、劔田さん両元会長よ

りロータリークラブの理

念や職業倫理等について

のレクチャーを受けた。 

入会間もない私にとって、ロータリーの活動内容の概略さ

え掴めないでいる中、詳細に説明してくださり、また懇親

会では会員間の親睦と交流が原点であることもあり、大変

有意義な時間を持てた。 

一歯科医師として、日常の診療により地域医療の一翼を担

っている、それが社会貢献であるという自負があったが、

さらに高い見識と職業倫理をもって社会に奉仕して行か

なければならないと改めて感じたしだいである。 

ここで「奉仕」について少し考えてみたい。奉仕と言って

もそれぞれの職業観、価値観の違いの中でいろいろな意味

をもっていると思うが、私は単純に「与える、共有する（シ

ェアー）、貢献する」という利他的な意識を様々な場面・

立場で高めることだと思う。人の役に立つ為には、それだ

けのスキルや能力も必要だが、それ以上に遥かに必要なこ

とは、意識の高さだと思われる。その意識を高めて維持し

ていくには、これも単純に、自分が「安心」していること

と、周りから「信頼・信用」されること、つまり自分の立

ち位置、足下がしっかりしていることが重要だと考える。

安心した静かな心で生き、信用を得るような働き方をする。

言うは易く行うは難しであるが、自分を支えてくれている

家族やスタッフ・友人等に感謝し、優しさや思いやりをも

って仕事にあたる、まずはここからであろう。 

ロータリーに入会したことが即、利他的な意識の更なる昂

揚に繋がるわけではないですが、高山中央ロータリーの尊

敬できる諸先輩、信頼できる皆様の指導の下、「安心」と

「信用」をキーワードに活動して行きたいと思いますので

よろしくお願いします。 

 

植木 眞吾 
 

10 月 30 日にＩＤＭに参加

させて頂き有難うござい

ました。 

最初にロータリーの歴史

を DVDで見た後、剱田さん

から世界のロータリーと

日本のロータリーについて、レクチャーを受けロータリー

という組織の大きさと必要の意義を感じることが出来ま

した。 

島さんからは職業奉仕についてレクチャーを受けました。

余り堅く考えずできる事を楽しく実践し自分の職業を通

じて社会に貢献できることを意識していたいと思いまし

た。 

懇親会ではお酒を呑むうちに、緊張もほぐれ出席者の皆様

と話もでき、有意義な楽しい時間を過ごさせて頂き有難う

ございました。 

職業奉仕と言えるかわかりませんが、自分の職業の繋がり

で岐阜近郊の 4社の設計事務所と子供の職業体験会（キッ

ズスタジオ）を年 2回岐阜の周辺で開催しています。毎回

150人ほどの子供たちが参加しています。この職業体験会

も大勢の協力業者さんの社会奉仕活動としての協力があ

ってこそできる事なので、感謝をしてこれからも続けてい

きたいと思います。 

これからは高山中央ロータリーに入会させて頂けたこと

に感謝し、誇りを持って 1ロータリアンとして職業奉仕が

何か少しでも出来るよう頑張りたいと思いますので宜し

くお願い致します。 

 

熊﨑 元康 
 

去る 10月 30日（木曜日）

山陣において開催されま

した IDM に参加させて頂

きました。 

当日は、「ロータリーの歴

史」DVD 鑑賞の後、島様より「行動倫理基準」について、

剱田様より「国際ロータリーと日本のロータリーの相違」

についてご講演をいただきました。 

入会して間もない私には哲学的な話が多い中、非常に難し

く感じてしまいましたが、新入会員の 3名以外は歴代会長

というさらに緊張するであろう懇親会の時に具体的な活

動の話などをお聞きし少しだけ、自己中心的に解釈出来た

様な気がしましたが、まったく自信がないのが本当のとこ

ろです。今の私が思う事は、例会に出来る限り出席し多く

の方とお話をする中で、自分なりに「ロータリーとは」に

ついて情報収集をして行くことが大事なのではないかと

感じました。また、ロータリーの奉仕理念（奉仕の理想）

「ロータリーは、利他と利己の矛盾を和らげる人生哲学」

については、非常に難しく思えますが、今の自分の気持ち

や思いに照らし合わせると今後ロータリー活動をする中

では大事な理念のように思えましたし、この問題について

もやはり例会など多くの事業・行事に参加することにより

少しずつ本当に少しずつ、自身の思いと行動の矛盾につい

てのなんらかの解答を見つける手掛かりになるような気

がしました。色々と好き勝手な意見ばかりで心苦しいので

すが入会間もない何も知らない者とご理解いただけたら

幸いです。右も左も分かっていない素人ロータリアンです。

今後とも皆様方のご指導よろしくお願い申し上げます 

最後になりますが、永家会長をはじめ IDMでご指導いただ

きました諸先輩の方々には改めてお礼申し上げます。有難

う御座いました。今後ともよろしくお願いします 
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＜11月のお祝い＞ 
 

＜会員誕生日＞ 

仲谷 政美   Ｓ１９年１１月 １日 

高原 清人   Ｓ３２年１１月 ２日 

橋本 修    Ｓ２３年１１月１２日 

山本 辰男   Ｓ２７年１１月２１日 

黒地 重雄   Ｓ２７年１１月２５日 

清水 幸平   Ｓ２６年１１月２６日 
 

＜夫人誕生日＞ 

都竹 太志   あやこ  １１月 ４日 

平林 英一   紀子   １１月 ６日 

村瀬 祐治   ひとみ  １１月 ８日 

高橋 厚生   佳美   １１月 ９日 

高原 武夫   優子   １１月２４日 

松之木映一   洋子   １１月２６日 

岡崎 壮男   さとみ  １１月２９日 

 

 

＜結婚記念日＞ 

高原 清人   Ｓ５６年１１月 ２日 

足立 常孝   Ｓ５３年１１月 ８日 

岡崎 壮男   Ｈ ４年１１月 ８日 

村瀬 祐治   Ｓ５９年１１月１０日 

山本 辰男   Ｓ５３年１１月１４日 

永田 富次   Ｓ４１年１１月１７日 

和田 良博   Ｓ５４年１１月１７日 

大原 誠    Ｓ５８年１１月２０日 

周  信夫   Ｈ ５年１１月２３日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

＜ニコニコＢＯＸ＞ 
 

8/2 ロータリーデーの事業がロータリーの友Ｐ25 に掲載
されました。当クラブの活動が記録に残って行く事は大変
誇らしい事だと思います。是非記憶に残る活動になるよう
努力して行きましょう。会員の皆様のご理解とご協力に感
謝致します。              理事役員一同 
 

先日は楽しい会を開いて頂き、また花束まで頂きありがと
うございました。ちゃんと家まで持って帰りました。感謝。 

     山本 辰男 
 

先週の木曜日、日本学校薬剤師会にて表彰を頂きましたの
でニコニコへ。              伊藤 正隆 
 

先日は家内の誕生日に花束をありがとうございました。 
                 都竹 太志 

 

 
 
 
妻の誕生日にお花を頂きました。花をきっかけに、ロータ
リーの事・家族の事など秋の夜長に話が出来ました。あり
がとうございました。           高橋 厚生 
 

本日は、税理士会の行事で休みます。11/5 の祝賀会に出
席できず申し訳ありませんでした。10/30 結婚記念日、
11/1二人目の孫の誕生、11/6義父の誕生日と妻の誕生日、
可愛らしい花をありがとうございました。家の中は孫二人
で大賑わい、家内は大変な毎日です。私も手伝いで大変な
毎日ですが健康に感謝してニコニコへ。   平林 英一 
 

先日、家内と同姓同名の方が亡くなられ際は、皆様にご心
配頂ありがとうございました。       津田 久嗣 
 

10/30のＩＤＭ、大失態をお詫びします。  高原 清人 


